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p
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h
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r
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c
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 c
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n
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b
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績
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滿
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。
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得
る
對
人
的
勸
勞
。
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。
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濟
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狹

lf
f

々
に
解
釋

I
 

フ 

> 

あ

る

や 
H 
か
な
 

&

、さ
れ

^

M
e
y
e
r

^>H
a
n
d
w
6
r
t
e
r
b
u
c
h

 

der 

staatslwissen^dlaften 

中
に
 E

m
k
o
m
-

m
e
n

Ir
A

ず
.る
に
當
ぅ
節
犟
に

s
g 

s
g
tt
s
^
e 

l
i
b
B
l
e

 

N
a
t
i
o
B
l

.o«
k
o
n
o
m
i
e

 

w
a
r

 

v
o
n

 
dieser 

G
r
u
n
d
i
a
g
e

 

aus 

z
u

 

einseitigen 

Resultaten 

gelangt, 

M
e
m

 

sie 

das 

E
i
n
k
o
m
m
e
n

 

g
a
n
z

 ' in 

.der 

A
r
t

 

verstand” 
w
i
e

 

die 

B
u
c
h
h
a
l
t
u
n
q

 

einer l
^
u
f
m
i
n
n
i
s
c
h
e
n

 

o
d
e
r

 

industHellen U
n
t
e
r
n
e
h
m
u
n
g

 

d
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R
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n
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...The 

i
n
c
o
m
e

 ..of.

pc
o
m
m
u
n
i
t
y

 

is 

the 

total.'ilow 

o
f

 

services, 

f
r
o
m

 

all 

its.. 

instruBcnts. 
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^
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濟
岑
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.
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b
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葉
又
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.
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.る
可
く
、同
：

_

K

.自
己
の
利
益
の
爲
め
に

.處
分
し
得
る
：も

.の
«
>
と
云
ふ
が
故
に
必

r 

•
 

: 
.

.

. 

.

. 

.

.

.

.. 

.

.

.

.

.

.

.

,

ず
し
も
自
己
又
は

*

家
族
の
生
活
截
持
の
爲
め
に
：必
要
な
る
部
夯
の
：み

」

を
指
す
に
#
ら
ざ
る 

衣

::
:
!
)
。

唯

ノ

 

H

マ

ン
:.
は

他

の

：
貨

物
.

F
r
e
m
d
e
r

 

S
tヲ
 ̂

グ

ナ

！

は

敢

士

美

れ

の

み

に

限

ら

 

ず

：au
c
h
.die「

der 

eigenen 

Mletwert. des 

ejgenes 

H
a
u
s
e
s

 1
.

^

訂

E

达

ん

こ

と.

.
■ 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

. 

.

.

.

.

.

. . 

‘ 
： 

. 

.

.

. 

*

.

.
:

を
，主
張
：し
た
こ
は
勿
論
ツ
グ
ナ
ー
の
云
ふ
が
如
く
な
れ

^

他
の
貨
物
^
云
は
ず
し
て
外
界

•M
-
B5
: 

2

0
$

論
說
所
禮
の
雅
質
か
論
じ
弋
所
得
税
吹
正
桊
卩
及
ぶ
，

f

l號
.

四
九
-
.
.



I

I

£
2

ハ)

：

論

説

l

i

s

t
 

輿 

i
 

.
^
o

の
資
物
袞
ヶ
ビ
零
へ
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可
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營
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す
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f

が
客
解
的
鈉
耽
能
力
の
相
異
と
云
ふ
や
，他
な
し
、所
得

.の
生

#

る
泉
源
の
如
何

 ̂

ょ
り
同
一
額

.の
所
：得

f

離
も
其
：所

.得
翁
に
取
り
て
多
大
の
相
異
ぁ
る
己
と

.是
な
ム
、例
へ
ば
同 

■じ
.く
年
千

[1
0:

所

#

有
：ぅ
：ヒ
：雖

も
¥
,ぼ
：.地

主

た
る

關
.係
.上
：地
.代
ビ
し
て
之
を
收
め
乙
は
勞
働 

者

/a
る
身
分

.上
，勞
銀

V」
：

し
て
之
を
收
受
す
る
，も
の
な
る
場
合
に
は
双
力

X 

K
V 0 

|

金

r

の
徵 

稅
を
爲
す
は
公
平
を
失
す
る
も
の
ビ
云
は
ざ
る
を
得
ず
、即
ち
地
主
は
祖
税
負
擔

.の
_
係
上
强 

者
の
地
立
に
居
る
：は
明

_

夺

&
.ビ
云
ズ

 ̂

課
税
法
に
於
て
多
く
財

it
所
得
と 

:

勸
勞

.所
得
と
の
區
別
を
な
：し：勸

勞

所
#

に
は
比
較
的
税
率
を
低
か
ら
し
む
る

.所
以
な
ぅ
。
然 

れ
い
ど
も

.前
揭
地
主
パ
ど
勞
働

*

VJ.

の
比
較
の
如
き
ば
極
：端
な

る
.

一
例
な
る

^

故
何
人
，も
地
主
を 

以

V

M
濟
的
强
翁
と
な
し
勞
働
者
を
以
て
弱
考
の
地
位
に
在

&
.
V
J

1 

認む
る
に
躊
躇
せ
ず
で

0 

:

も
；
.
®等
兩
，極
端
の
仲
間
に

®

す
る
も
の
亦
決
し

V

少
な
し

V
J

な

S

、、る
な

b

o
又
同
じ
く
勸

勞
所
得
に

*

ぅ
て
生
活
し

0
:
>ぁ
り
と
雖
も
官

.斑
の
如
き
は

1

.般
勞
：働

*

と
比
較
し
て
®
稅 

能
力
：の
上
に
於

V
；:

同
等
な

6

と

：云

ふ

を
#

ず
、何
と
：な
れ
ば
一
般
勞
働
著
は
何
_
其
所
得
を
失 

ふ
に
至

.る
や
計

P

知
る
可
ら
ず
し
て
極
め
七
不
安
の
狀

ti
に
花
ぅ

VJ,

0
も
官
班
は
普
通
の
狀 

雄
の
下
に
於
て
：其
、地
位
«
保
せ
ら
る

 

> 
の
み
な
ら
ず
一
定
の
年
限
に
達
す
れ
ば
恩
給
年
金

 ̂

_の
制
度
あ

0

て
老
後

0
託
を
爲
す
の
：必
要
な
ぐ
從
て
其
所
‘得
の
ニ
部
を
貯
蓄
す
る
の
必
要
も 

必
然
的
な
ら
ざ
る
：が
：设
：財
產
所
得
を
收
む
る
も
の
と
殆
ん
ど
相
異
ず
る
所
少
な
し
と
云
は
ざ 

る
可
ら
ず
。
唯
财
產
所
得
を
收
ひ
る
も
の
は
其
死
後
に
於
て
も
財
產
は
依
然
と
し
て
存

i,
し 

其
家
族
及
び
子
孫
：は
：爲
，，め
，に
：师
等
の
困
雛
を
感
ず
る

t VJ.

な

&

に
反
し
、宮
食
は
死

C

ビ
共
に 

所
得
を
喪
失
す
る
を
免

ft
ざ
る
：な
：り
、然
れ
ど
も
官
斑
は
年
と
共
に
昇
進
の
可
能
性
あ
り
、加
ふ 

る
に
生
涯
を
通
じ
て
所
得
を
受
く
る
の
强
み
ぁ

る

が
故
に
此
稱
の
階
級
に
屬
す
る
も
の
は
則 

產
所

#
:を
：受

.ぐ
る
も
の
：

V
J

勞
働
に
傲
る
所

#

を
受

く
る
も
の
と
の
中
間
に
位
す
る
も
の

VJ 

0 

め
ざ
る

V
J得
す
、從
て
所
得
を
軍
に
勸
勞
所
得
ビ
財
產
所
得
ビ
に
類
別
し
て
兩
者
に
興
り
た
る 

稅
率
を
設
け
た
る
の
み

.
R
，て
は
官
吏
寧
に
利
す
る
所
多
く
し
て
地
位
の
確
實
な
ら
ざ
る

一

般 

勞
猶
者
若
く
は
安
月
給
取

り
に
不
利
な

h

と
云
は
ざ
る
を
得
ざ
る
な

i

但
し
こ
は
抽
象
的 
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.
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般
勞
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.得
.る
も
の
と

0
.
.
.
經
.濟
.的
.il
l

位

^
^
.較
し

^

る
に
止
ぅ
*
國
瑰
在 

0:
官
海
が

.特
に
經
，濟
土
優
越
の
，地

.位
に
在
ぅ
，

v
j

云
ふ
に
，非
ら
中
、资
實
際
問
題
と
し
て
は
我
國 

0,
官

fi
ff
i

中
に
は

'一
般
月
給
取

.
^
若̂
く
は
勞
働
著
の
，經
濟
的

&

位

?:
st
M

し
つ
、
ぁ
る
も
の 

決

レ
1:
:
少
な
か
ら
ざ
る
可
き
や

•
明
白
な

P
ビ
，云
ふ
可
し
、即
ち
巡
査
の
如
き
下
級
官
*
た
ら
ん 

へご：と

?:
'
#:
0

す

‘

も
の
今
日
極
め
て
少
な
き

^

事
實
は
一
方

K

^
て
其
の
生

-f
f
iの
容
易
な
ら 

v

d
を
：語

.る
も
、？

：云
ふ
可

し

、然
れ
ど
も
中
流
程
度
の
官
诲
と
中
流
程
度
の
月
給
取
り
ミ
を 

-

比

®

す
る
に
於
キ
ゅ
確
か
に
官
史
が
經
濟
上
の
强
鸾
た
る
を
信
せ

.ざ
る
能
は
ざ
る
な
む
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に 

嚴
密
に
之
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論
ず
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财
库
所

#

ビ
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勞
所
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區
别
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て
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&
た
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稅
率
を
適
所
し
た
る
の
み
に
て
滿
足
す
可
き
に
非
ず
、興
勸
勞
所
得
中
に
て
も
官
斑
の
所
得
の 

如
き
は
高
く
之
を
課
桃
せ
ら
：

る
べ
き
性
質
の
も
の

ヾ

」

見
做
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る̂
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得
ざ
る
な
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。

又
同
じ
く
財
遂
所
得
な

-
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も
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株
式
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社
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‘
株
^
を
所
泉
す
る
も
の
は
會
社
ょ 
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收
受
じ
た
る
利

」

益
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に
就

&
 V

は
課
税
せ
ら
れ
ざ
る
が

.
故
非
常
に
利
益
な

P V」
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主
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は
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的
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地
祖
を
支
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a
た

る
.尙
ほ
，其
上

に

.一
寒
の
所
得
稅
を
納
附
せ
.ざ 

る
可

|
&ず
、故
に
，同
じ
く
年
一
萬
圆

■の
所
得
を
有
す
る
も
其
所
得
の

*

源
如
何
^
*
う
て
非
常

な
：る
，客
觀
的
能
力
の
相

.

.違
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生
ず
る
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S

云
ふ
可
し

•又

一

般

に

胃

險

..的

事

業
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の

所
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ば
比
較
的

R

多
く
、危
險

.の
：恐
れ
，少
な

&

事

0

X
P
の
所
得
は
少
な

&

の
例
な
れ
ど
も
然
も
此 

所

#:
の

^

少
の
み

•?
:
以
て
し
て
は
兩
潘
の
释
濟
的
地
位
の
强
弱
を
一
槪
に

.牛

^

す

^
:̂
得

ざ
 

る
.な

&
、さ

れ

ば

客
«
餡

*

の
、相

異

に

適
II
し
て
所
得
稅
を
賦

m;
せ
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と
欲
せ
ば
.一
々
所
得
の 

ri
l

v
生」

ず
る
衆
源
に
；遡
及
：し
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：如
何
灰

*
s

bて
税

.率
を
異
な
、ら
し
む

る

の

外

な

、
く

、
然

も

此

事
 

た
る
.や
颇
る
煩
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に
渡
る
を
免
れ
ざ

る
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に
前
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银
進
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率
を
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せ
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す
る
に
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ぅ
て
弗

.常
の
围
麵
を
_
く
に
罕
る

可
し
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に
近
世
諸
國
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多
く
は

財
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所
得
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勸
勞
所

#
V
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一
大
別

す
る

を
以
て
滿
足
し
之
に
由
り
：
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或
程
度
ま
で
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觀
的
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違
の
原
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を
實
際
に
辑 

用

し

り
、'ぁ

る

に
過
ぎ
ず
、

3

れ
ば
吾
人
は
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面
に
於
て

現
今
多
く
の
諸
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に
於
て
實
施
せ

ら
る
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所
得
稅
法
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把
我
國
の
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#
税
法
の
如
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は
倚
ほ
不
備
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か
ら
ざ
る
を
認
む
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然
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異
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し
ど
の
理
由
に
基
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の
な
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詳
言
す
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同

'

1

泉
源
ょ
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生
じ
だ
る
同

一

金
額
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の
所

#

も
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は
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其

一

身
若
く
は
家
族
を
養
づ
て
餘
ぅ
ぁ

\

51

ら
に 

之
を
.奢
侈
の
範
圃
に
免
で
充
用
す
る
を

#

る

£

反
し
、乙
は
之
を
以

V

其
家
族
の
生
活
必
窗
品 

を
調
達
す
る
に
困
難
な
る
が
如
き
事
.情
決
し
て
少
な
し
と
爲
さ

C
る

双
i

即
ち
所
得
*
の
 

蝕
康
の
如
何
、家
族
の
穸
少
は

^

ふ
に
及
ば
ず
興
所
^
潘
の
公
共
心

0

有
無
、一
定
時
期
に
於
け

(

る
國
家
と
の
關
係

'の
如
ぎ
亦
主

«

的
"に
：大
な
る
所
得
能
力
の
相
興
を
生
ず
る
原
因
な
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云
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し
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ば
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觀
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桃
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は
萬
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皆
異
れ

h V
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云
ふ
も
過
言
に
非
ら 

ざ
る
可
し
、故
に
各
人

_

に：負

»;
,の
公
平
を
；期
せ
ん
と
欲
せ
ば
此
點
に
關
し
又
多
大
の
注
意
を 

拂
：ふ
の
要
ぁ
る
や
云
ぃ
ふ
ま

.で
も

.
な
き
所
な
ぅ
、殊
に
吾
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が
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の
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意
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喚
起
せ
ん
ビ
欲
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る
は
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兑
其
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の
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の
義
務
ぁ

.る
家
族
の

C

少
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所
得
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力
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の
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な
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世
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榮
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十
麻
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得
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以
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布
す
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一
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翁
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潜
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所
得
六
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克
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律
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務
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族
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；
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條
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。
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i
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す
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す
る
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な
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な
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迸
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滿
の
難
式
會
社
}に
對
す
る
累
進
视
率
を
各
階
級
に
對
し
て
增
加
し
從 

.來
ニ

十
踮
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な
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萬
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式
會
社
に 

«

し
、て
，
.ば
，現
行
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得
に
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邨
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す
る
現
籽
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千
分
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種
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得
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.
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す
る
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下
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所

得
を
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税
し
、其
以
上
所
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額
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增

加

す
る
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共
に
累
進
税
率
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增

加

步

合
を
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か
ら
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め
、同
時
に
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®
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得
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謎
す
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の
精
神
ょ
ぅ
千
圆
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卞
の
所
得
に
對
し
控
除
金
額
を
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加
し
て
七
西
圆
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下
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五
十
圆
を
控
除
し
千
圆
以
下
に
付
き
て
は
西
圆
を
控
除
す
る
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く

せ
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ゴ
れ
ば
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酋
圆
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；其
負
*
現
在

と
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な
る
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圆
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總
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^
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得
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甚

だ
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が
今
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ダ
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の
發
行
を
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禁
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觸
書
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链
布
當
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滯
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®
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起
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米
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取
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實
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人
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